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	日立環境財団発行の季刊「環境研究」に「世界に向けて発信する日本のユネスコスクールの価値と成果」が掲載される。世界発信資料として環境省中川氏がすぐに英訳し、１１月の世界大会等で配布が準備される

校内研修会　講師　文部科学省教育課程課調査官　田村学氏

　　　　　　　「ＥＳＤの教育で育つ未来への学力」

群馬県安中市新島学園中学校高等学校、江東区立深川第一中学校、南砂第二中校、

東雲小学校、大田区大森第六中学校、稲城第三小学校、文部科学省初等中等教育局国
際教育課、博報財団、学研教育ジャーナル、ＪＡＩＣＡ、南九州大学人間発達学部、
教育新聞、スウェーデン・オレブロ大学、光文書院、ＡＰＳＤ、茨城大学教育学部、
橫浜国立大学等から参加

博報教育フォーラムでの手島による講演記録ＤＶＤ「２１分３８秒でわかるＥＳＤの
進め方」の配布を始める。鳥取県岩美郡岩美町立岩美南小学校からの問い合わせを皮
切りに、全国各地の学校や関係機関等から１２月末現在までに１７２件の配布依頼や
使用した研修の報告が届いている

江東区温暖化対策課・東京ガスとの連携授業５年に毎日新聞社取材

８／１８　１１面（くらしナビ・学ぶ）に「地球の未来総合学習で理解」掲載

ＮＨＫ俳句さく咲く６年取材（自国の伝統文化学習）

中国日本教職員招へいプログラムに濵方弥生副校長を派遣

中国語版のプレゼン資料・国内参加者向け資料作成ＣＤ１００枚
校内研究会　講師目白大学人間学部長　多田孝志先生【通年講師】

　　　　　　　「グローバルな視野から見た八名川小の授業改善」環境省等から参加
水道キャラバンとの４年授業にジャパンジャーナル誌ＥＳＤ取材

８月に中国語版と英語版で本校の記事を巻頭に載せて世界発信される

越谷市立大袋東小学校の校内研究会に講師派遣

「環境教育とＥＳＤの違い」を中心に講話

文部科学省ＥＳＤキックオフイベントに参加

桜丘中学・高等学校（東京都・北区）教員２名派遣受け入れ
地球環境パートナーシッププラザでのＥＳＤ研修会に講師派遣

環境から地域創造を考える総合雑誌ＢＩＯＣＩＴＹ（ビオシティ）誌に「ＥＳＤカレンダーで変わる日本と世界の学び」が掲載される

福島県只見町立朝日小学校から訪問受け入れ３年地域安全マップづくり
（江東区危機管理課協力授業）等を参観

校内研究授業　２年「野菜づくり」越谷市立大沢北小、環境省、エデュペディアより参加

稲城市議会福祉文教委員会委員長大久保もりひさ様、副委員長岩佐ゆきひろ様はじめ５名の委員様と教育指導担当部長他、議会事務局から３名来校　
「ユネスコスクールとＥＳＤの拡充」について行政視察、江東区教育委員会と江東区議会事務局が対応　
高崎市立六郷小学校の校内研修会に講師派遣

校内研修会、多田先生の講話「持続可能な社会のための教育」の基盤　　　　

吉岡主任研究発表「ＥＳＤと生活・総合ってどう違うの」プレゼン事前検討

大牟田市立倉永小学校に講師派遣

生活科教育研究会全国大会にて事例発表講師派遣

エデュペディアより取材

岡山市立三勲小学校より訪問受け入れ

ＥＳＤ世界の祭典推進フォーラムＥＳＤ実践モデル全国会議（国連大学）にて事例（歴史・文化遺産教育事例「江戸・深川の歴史を調べこの町を語ろう」）を発表、１１月に電子書籍『ＥＳＤジャパンモデル』として出版される

ＥＳＤ市民会議（国連大学）参加

海洋教育夏季研修会にてＥＳＤ事例発表（「江戸・深川の・・」）

ユネスコスクール地域ネットワーク連絡会議参加

ユネスコスクール世界大会宣言ワーキンググループ会合に出席

校内研究会に国会議員団（参議院議員荒木清寛様、谷合正明様、衆議院議員髙木美智
代様、区議会議員関根とも子様、小嶋和義様、江東区教育委員会、教育新聞、公明新
聞、毎日新聞・文部科学省２名）来校受け入れ、校内研究授業　５年「ぼくたちの手
で地球を守ろう」（カーボンマイナスこどもアクション）市川市立稲荷木小学校・東
京家政大学・彦根市立城陽小学校・彦根市立稲枝北小学校・環境省・文部科学省主任
視学官等の参加受け入れ、
ＥＳＤ世界会議フォローアップ会合企画実行委員会に出席

茨城県霞ヶ浦環境科学センターにてESDカレンダーを使用して研修

ＥＳＤ円卓会議出席

科学技術振興機構刊　サイエンスウィンドウ誌に６年実践の掲載

ＥＳＤフェスタ２０１４秋in東京 （日本科学未来館）にてＥＳＤオフィシャルサポ
ーター白井貴子さんの歌うＥＳＤメッセージソング「ぼくらは大きな世界の一粒の
命」のダンスを本校児童が披露

目黒区立五本木小学校の校内研究会に講師派遣

国会・参議院予算委員会にて、ＥＳＤカレンダーと本校の教育が取り上げられ、質問
者の荒木議員からも、回答者の下村文部科学大臣からも絶賛をいただく。ユネスコス
クール以外の学校にも広める事が約束される

ＢＳテレビ朝日「テイバン・タイムズ」より、ＥＳＤの授業とその基となる理念に関する取材を受け入れ　４年「人にやさしい町づくり」（バリアフリー・車いす体験、放送日は１１／２の１時間番組）、同授業に毎日小学生新聞の取材も受ける

校内研究授業　３年「食べ物から見える世界」（すがたを変える大豆）

インドネシアのユネスコ国内委員会ナショナルコーディネーターと８人の教員たち、そして通訳と案内も兼ねて筑波大学附属坂戸高校教員等の来校を受け入れ、交流を進める
日本教材学会シンポジウム（中部大学会場）にてＥＳＤの授業づくりについて講師を派遣（ＣＤ資料７０部）

ユネスコ本部を通じたＮＨＫ『日本賞』関係者の学校訪問を受け入れ、世界２１の国と地域から３６名の訪問団が来校、全校歓迎会・説明会（学校教育におけるＥＳＤの重要性について英語版プレゼンで対応）・５年地球温暖化の問題点に関する発表と意見交流等を実施（１１／２　ＮＨＫ『とっておきサンデー』にて放送）江東ケーブルＴＶも取材し、後日放送、ＣＤ８０枚配布

時事通信社内外教育ＥＳＤ特集の取材来校

国立教育政策研究所研究員　丸山英樹様が、バルト海プロジェクト代表の
Sonderborg（ソーレン）氏（デンマーク）とクリスティー女史（エストニア代表）を
同行して来校、本校職員とも懇談

ＮＨＫ情報番組『情報まるごと』取材　６年「江戸・深川の歴史を調べ、この町を語
ろう」学習発表会（深川小学校の６年生の参観あり）（１１／１１ＮＨＫ総合ユネスコ
ＥＳＤ特集番組で放送）

ユネスコスクール世界大会・全国大会に参加、実践事例発表・ポスターセッション、
ＣＤ４００枚等の配布を通じて発信と交流

都議会議員野上純子様はじめ葛飾区議会議員上原ゆみえ様、黒柳じょうじ様、山本ひ
ろみ様、小山達也様、江口ひさみ様、葛飾教育委員会、愛知星城高校から来校　
４年「ごみと私たちのくらし」参観等

ＥＳＤ世界閣僚級会合に参加、ジャパンレポート配信、実践データＣＤ『ＥＳＤin
ＹＡＮＡＧＡＷＡ』２００枚等を配布し発信と交流を推進

インドネシア大使館主催文化交流会に参加
校内研究会　１年「あきのおもちゃだいしゅうごう」環境省・林野庁教育出版・枝川
小学校から参観

Ｋ―インターナショナルスクールと６年の交流開始

日本ユネスコ協会連盟と三菱東京ＵＦＪ銀行ＣＳＲ推進部４名来校

校内研究授業　６年「世界の平和と日本の役割を考える」　　
静岡県裾野市教務主任県外研修会として９名、北九州市立北すがお小学校より１名参
加、教育出版、環境省等から参加

４年　社会科見学（えこっくる江東）での学びを日能研より２名参観　
時事通信社内外教育誌「ＥＳＤカレンダーの工夫とその意義」取材

６年「世界の平和と日本の役割を考える」にインドネシアのパンチェシラ大学の春名
尋子先生がゲストとして協力授業

奈良教育大学「教育シンポジウム」にシンポジストを派遣
白百合女子大学文学部の「総合的な学習の時間」に講師を派遣

『八名川まつり』を開催（来校者多数）

『ＥＳＤパワーアップ交流会』を開催（発表校及び参加者多数）　　　　　　　


　　　　
２０１４年度ユネスコスクールとしての交流や発信の記録











